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メ. 4 區ダ 



ぶぎ やう さま 

ぢき にお 奉行 様に 差し出し たいと 云 ふこと である。 

じ やうげ とも 

上下 共 何 か 事が ありさう に 思って ゐた 時、 一大事と 

云った ので、 それが 門番の 耳に も 相応に 強く 響いた。 

いうよ く *、 リ もん 

門番 は 猶予なく 潜 門 を あけて 二人の 少年 を 入れた。 

あかつき しら よ やみ きぬ ゎづか うが 

まだ 暁 の 白けた 光が 夜 闇の 衣 を 僅に 穿って ゐる時 

うすぐもり 

で、 薄 曇の 空の 下、 風の 無い、 沈んだ 空気の 中に、 二 

人 は 寒げ に 立って ゐる。 英太郎 は 十六 歳、 八十 次郎は 

十八 歳で ある。 

かきつけ 

「お 奉行 様に ぢ きに 差し上げる 書付が あるの だな ご 

門番 は 念 を 押した。 

ふところ ゆび 

「はい。 ここに 持って をり ます ご 英太郎 が 懐 を 指 



響す る だら うかと、 とつお いつ 考 へながら 読む ので、 

動もすれば 二 行 も 三 行 も 読んで から、 書いて ある 意味 

が 少しも 分かって をらぬ のに 気が 附く。 はっと 思って 

は 又 読み返す。 やう/ \ 読んで しまって、 堀の 心の 内 

に は、 きの ふから 知って ゐる 事の 外に、 これ 丈の 事が 

残った。 陰謀の 与党の 中で、 筆者と 東 組 与力 

わたな ベ リゃ うざ ゑ もん か は ひがう ざ ゑ もん 

渡 辺 良左衛 門、 同 組 同心 河 合 郷左衛 門との 三人 は 首領 

を 諫めて 陰謀 を 止めさせよ うとした。 併し 首領が 聴か 

ちく てん ご 

ぬ。 そこで 河 合 は 逐電した。 筆者 は 正月 三日 後に 風 を 

引いて 持病が 起って 寝て ゐ るので、 渡 辺 を 以て 首領に 

このて い 

ことわらせた。 此体 では 事 を 挙げられる 日に なっても 



しょせん わ 

所詮 働く 事 は 出来ぬ から、 切腹して 詫びようと 云った 

ので ある。 渡 辺 は 首領の 返事 を 伝へ た。 そんなら ゆ 

る/^ 保養し ろ。 場合によって は 立ち退け と 云 ふこと 

である。 これ を 伝へ ると 同時に、 渡 辺 は 自分が 是非な 

く 首領と 進退 を 共に すると 決心した こと を 話した。 次 

いで 首領 は 悴と渡 辺と を 見舞に よこした。 筆者 は 病 

中 やうく の 事で 訴状 を 書いた。 それ を 支配 を 受けて 

とりつぎ 

ゐる東 町奉行に 出さう に は、 取次 を 頼むべき 人が 無い。 

かくしょ みは か たく そ 

そこで 隔所を 見計らって 托訴 をす る。 筆者 は 自分と 悴 

しゃめん もっと 

英太郎 以下の 血族との 赦免 を 願 ひたい。 尤も 自分 は 

よたう め と やはり もら 

与党 を 召し捕られる 時には、 矢 張 召し捕って 貰 ひたい。 



て はゐて も、 成立して ゐる 秩序 を 維持す るた めに、 賞 

か ヘリち ゆう まこと み 

讃 すべき ものにして ある 返 忠 を、 真 の 忠誠 だと 看 

うま 

る こと は、 生れ 附 いた 人間の 感情が 許さない。 その上 

わたくし 力た か <: 

自分の 心中の 私 を 去る こと を 難ん ずる 人 程 却って 他 

人の 意中の 私 を訐 くに 敏 なる ものである。 九 郎右衛 

め と せめ 

門 は 一 しょに 召し捕られ たいと 云 ふ。 それ は責を 引く 

いさぎよ おそ はゾか 

潔 い 心ではなくて、 与党 を 怖れ、 世間 を 憚る 臆病で 

お ぼっか 

ある。 又 自殺す るか も 知れぬ と 云 ふ。 それ は 覚束ない _ 

ま 

自殺す る ことが 出来るなら、 なぜ 先づ 自殺して 後に 訴 

状を貽 さう と はしない。 又牢に 入れて くれるな と 云 ふ 

大阪の 牢屋から 生きて 還る もの ゝ少 いのは 公然の秘密 



だから、 病体で なくても、 入らずに 済めば 入るまい と 

する 害で ある。 横着 者 だな と は 思った が、 役 馴れた 

こうぎ かへ リ ちゅう しう しゃう 

堀 は、 公儀のお 役に立 つ 返 忠 の もの を 周章 の 間に 

も 非難し ようと はしない。 家老に 言 ひ 付けて、 少年 二 

めど ほ 

人 を 目通り へ 出させた。 

r 吉見英 太 郎と云 ふの はお 前 かご 

「はいご 怜悧 らしい 目 を 見張って、 存外 怯れ た 様子 も 

あ ふ ^> 

なく 堀 を 仰ぎ 視た。 

「父 九郎 右衛門 は 病気で 寝て をる のぢ やな ご 

ふうじゃ あと せんつ う ぢ しつ ぎ やう ほ かな 

「風邪の 跡で 持病の 疝痛 痔疾が 起り まして、 行 歩が 愜 

ひませ ぬ ご 



は 無い。 

「お前の 父 はどういた したの ぢゃご 

「母が 申しました。 先月の 二十 六日の 晚 であった さう 

でございます。 父 は 先生の 所から 帰って、 火箸で 

ちゃうち やく 

打 擲 せられて 残念 だと 申した さう でございます。 あ 

きんの すけ てんまん ぐう 

くる 朝 父 は 弟の 謹 之 助 を 連れて、 天 満宮へ 参る と 云つ 

さり 

て 出ました が、 それ 切 どちらへ 参った か、 帰りません ご 

よろ 

「さう か。 もう 宜しい ごかう 云って 堀 は 中 泉 を 顧みた _ 

けしき 

「いかが 取り計ら ひませ う」 と、 中 泉が 主人の 気色 を 

伺った。 

「番人 を附 けて 留め置け ご かう 云って 置いて、 堀 は 座 



® 矢 頼 母の 三人 を 呼び出した。 頼 母と 四郎 助と は 陰謀 

の 首領 を 師と仰いで ゐる もので は あるが、 半年 以上 使 

つて ゐる うちに、 その 師弟の 関係 は 読書の 上ば かりで、 

師の 家と は 疎遠に して ゐる のが 分かった。 「あの 先生 

は 学問 はえら いが、 肝 積 持で 困ります」 などと、 四郎 

助が 云った こと も ある。 「そんな 男 か」 と 跡 部が 聞く と、 

げき 

「矢 部 様の 前で お 話 をして ゐる うちに 激して 来て、 六 

寸も ある 金 頭 を 頭からめ リ /\ と 咬ん 食べ たさう で 

ございます」 と 云った。 それに 此 三人 は 半年の 間 跡 部 

ねんいり 

の 言 ひ 付けた 用事 を、 人一倍 念 入に して ゐる。 そこ を 

見込んで 跡 部が 呼び出し たので ある。 



さて 捕 方の 事 を 言 ひ 付ける と、 三人 共 思 ひも 掛けぬ 

様子で、 良久し く 顔 を 見合せ て考 へた 上で 云った。 平 

山が 訴 はいかに も 実 事と は 信ぜられない。 例の 

かんしゃくもち ま うけ 

肝 積 持 の 放言 を 真に 受けた ので は あるまい か。 ぉ受 

はいたす が、 余所ながら 様子 を 見て、 いよ/ \ 実 正と 

知れてから 手 を 着けたい と、 折り入って 申し出た。 後 

に 跡 部の 手紙で 此事を 聞いた 堀より は、 三人の 態度 を 

目の あたり 見た 跡 部 は、 一層 切実に 忌々 しい 陰謀 事件 

が譃 かも 知れぬ と 云 ふ 想像に 伴 ふ、 一 種の 安心 を 感じ 

た。 そこで 逮捕 を 見合せ た。 

をぎ の 

跡 部 は 荻 野 等の 話 を 聞いて から 考 へて 見て、 平 山に 



あけ 

せて、 急に 江戸へ 立た せた ので ある。 平 山 はきの ふ 暁 

どき こもの たすけ やと ひにん やすけ 

七つ 時に、 小者 多 助、 雇人 弥助を 連れて 大阪を 立った _ 

のち 

そして 後 十二 日 目の 二月 二十 九日に、 江戸の 矢 部が 

やしき 

邸 に 着いた。 

ことば 

意志の 確かで ない 跡 部 は、 荻 野 等 三人の 詞を たや 

き い みあ は 

すく 聴き 納れ て、 逮捕の 事 を 見合せ たが、 既に それ を 

見合せ て 置いて 見る と、 その 見合せ が 自分の 責任に 帰 

ぎ く 

すると 云 ふ 所から、 疑懼が 生じて 来た。 延期 は 自分が 

き や も 

極めて 堀に 言って 遣った。 若し 手遅れと 云 ふ 問題が 起 

まぬ か 

ると、 堀 は 免れて 自分 は 免れぬ ので ある。 跡 部が 丁 

あらた ぎ く 

度 この 新に 生じた 疑懼に 悩まされて ゐる 所へ、 堀の 



訴で 繰り返され たと 云 ふに 過ぎない。 これに は 決心 を 

うなが ほとんど しか 

促す 動機と しての 価値 は 殆 無い。 然るに その 決心 

まれ もの さま 

が 跡 部に は 出来て、 前に は 腫物に 障る やうに して 平 山 

を 江戸へ 立た せて 置きながら、 今 は 目前の 瀬 田、 小 泉 

みつ そ 

に 手 を 着けよう とする。 これ は 一 昨日の 夜 平 山の 密訴 

を 聞いた 時に すべき 決心 を、 今 偶然の 機縁に 触れて し 

たやうな ものである。 

跡 部 は 荻 野 等 を 呼んで、 二人 を 捕へ る こと を 命じた。 

てはず ま 

その 手 害 はかう である。 奉行所に 詰める もの は、 先づ 

だつ つめしょ かたなかけ か わきざし 

刀 を 脱して 詰 所の 刀架に 懸ける。 そこで 脇差ば かり 

さ た S みら うか 

挿して ゐて、 奉行に 呼ばれる と、 脇差 を も 畳 廊下に 抜 



きう じゅく 

玄関 を 上がって 右が 旧 塾と 云って、 ここに は 平 八 

郎が 隠居す る 数年 前から、 その 学風 を 慕って 寄宿した 

ものが ある。 左 は 講堂で、 読 礼 堂と 云ふ匾 額が 懸けて 

ある。 その 東 隣が 後に 他家 を 買 ひ 潰して 広げた 新 塾 

うしろ ちゅうさ い 

である。 講堂の 背後が 平 八郎の 書斎で、 中 斎と 名づ 

とうせ うぐう けいだい 

けて ある。 それから 奥、 東照宮の 境内の 方へ 向いた 

へやん \ かない ゐ どころ 

部屋々々 が 家内の ものの 居所で、 食事の 時な どに 集ま 

き やうち ゆうかんく わくわん へんがく か 

る 広間に は、 鏡 中 看 花 館と 云ふ匾 額が 懸かって ゐる。 

きぐ わ 

これ だけの 建物の 内に 起臥して ゐる もの は、 家族で も 

ことごと つ ゑ もと うなじ 

学生で も、 悉く 平 八郎が 独裁の 杖の 下に 項 を 屈し 

てゐ る。 当主 格 之 助な ど は、 旧 塾に 九 人、 新 塾に 十 余 



いっさいき やう か はちゃき へ^ 

一切経な ど を さへ それに 加へ て、 書店 河内 屋喜 兵衛、 

しんじら う きいちべ ゑ もへ ゑ 

同 新 次郎、 同 記 一兵衛、 同 茂 兵 衛の四 人の 手で 銀に 換 

なんぎ ほどこ 

へさせ、 飢饉 続きの ために 難儀す る 人民に 施す の だ 

あんだう じ まち ほんや くわいし よ 

と 云って、 安堂寺 町 五丁目の 本屋 会所で、 親類 や 門下 

およそ けん 

生に 縁故の ある 凡 三十 三 町村の もの 一万 軒に、 一軒 

しゅ わり もつ 

一 朱の 割 を 以て 配った。 質素な 家の 唯一 の 装飾に なつ 

うち 

てゐた 書籍が 無くなつ たので、 家 はがらん としてし ま 

つた。 

きずつ 

今一 っ此 家の 外貌が 傷 けられて ゐ るの は、 職人 を 

まちよ リキ J 

入れて 兵器 弾薬 を 製造 させて ゐ るからで ある。 町 与力 

は 武芸 を 以て 奉公して ゐる 上に、 隠居 平 八郎は 



たまつ くリ ぐみ しばた かんべ ゑ さぶ りり う やり 

玉 造 組 与力 柴田勘 兵衛の 門人で、 佐 分利 流の 槍 を 使 ふ。 

ふぢ しげ まご さぷ らう 

当主 格 之 助 は 同 組 同心 故人 藤 重 孫 三郎の 門人で、 中島 

お ま づ. f L こく ま 

流の 大筒 を 打つ。 中に も 砲術 家 は 大筒 を も貯へ 火薬 

を も 製す る 習で は あるが、 此家 では 夫が 格別に 盛に 

なって ゐる。 去年 九月の 事であった。 平 八 郎は格 之 助 

ふぢ しげ せがれ リゃ うざ ゑ もん つちたら う 

の師藤 重の 悴良 左衛 門、 孫 槌太郎 の 両人 を 呼んで、 今 

さか ひ だう はま ちゃうう ち 

年の 春 堺 七 堂が 浜で 格 之 助に 丁 打 をさせる 相談 をし 

とじまり 

た。 それから 平 八郎、 格 之 助の 部屋の 附近に 戸締 をし 

ぼう ひや はう ろく だま 

て、 塾生 を 使って 火薬 を 製させる。 棒 火矢、 炮碌玉 を 

作らせる。 職人 を 入れる と、 口実 を 設けて 再び 外へ 出 

ひや ひ てんまき たこば たまち 

さない。 火矢の 材木 を 挽き 切った 天満 北木幡 町の 大工 



さくべ あ 

作兵衛 などが それで ある。 かう 云 ふ 製造 は 昨晩まで 続 

お^ づ、 ！ f.'.ra.' くめ づ >- 

けられて ゐた。 大筒 は 人から 買 ひ 取った 百 目 筒が 一 

ちゃう 

挺、 人から 借り入れて 返さずに ある 百 目 筒が 二 挺、 門 

もリ ぐち むら しら ゐ かう ゑ もん そば 

人 守 口村の 百姓 兼 質 商 白 井 孝 右衛門が 土蔵の 側の 松の 

き きづ 、 はう しゃ 

木 を 伐って 作った 木 筒が 二 挺 ある。 砲車 は 石 を 運ぶ 台 

だと 云って 作らせた。 要するに 此 半年ば かりの 間に、 

げんしょ うやう-/ けんさう ざった ふ 

絃誦洋 々の 地が 次第に 喧噪と 雑 遝 と を 常と する 

こ うぢ やう 

工場 になって ゐ たので ある。 

も- P う おもだ 

家が そんな 摸 様になって ゐて、 そこへ 重立った 門人 

共の 寄り合って、 夜の 更ける まで 還らぬ ことが、 此頃 

たび かさ 

次第に 度重なって 来て ゐる。 昨夜 は 隠居と 当主との 



妾 の 家元、 摂津 般若 寺 村の 庄屋 橋本忠 兵衛、 物 持で 大 

もりぐ ち むら 

塩 家の 生計 を 助けて ゐる 摂津守 口村の 百姓 兼 質屋 白 井 

孝 右衛門、 東 組 与力 渡 辺 良左衛 門、 同 組 同心 

しゃう じ * き ざ もん かぢー ^ らう 

庄司 義左衛 門、 同 組 同心の 悴 近藤梶 五郎、 般若 寺 村の 

かし は を か でんしち か はち もんしん 

百姓 柏 岡 源 右衛門、 同悴伝 七、 河内 門 真 三番 村の 百姓 

いばらた ぐんじ をリ /\ 

茨田 郡 次の 八 人が 酒 を 飲みながら 話 をして ゐて、 折々 

いつもの 人 を 圧伏す る やうな 調子の、 隠居の 声が 漏れ 

た。 平生 最も 隠居に 親んで ゐる此 八 人の 門人 は、 と 

うく 屋敷に 泊まって しまった。 此頃は 客が あっても 

しごと まかな ひかた 

なくても、 勝手の 為 事 は、 兼て 塾の 賄 方 をして ゐる 

す * き やまさん ぺ い まかな 

杉 山 三 平が、 人夫 を 使って 取り 賄って ゐる。 杉 山 は 



か はちの くにき ぬす リ むら しさい ところ ばら ひ 

河内 国 衣摺 村の 庄屋で、 何 か 仔細が あって 所 払に な 

つた もの ださう である。 手近な 用 を 達すの は、 格 之 助 

やまとのくに そがむ らう まれ いは ざう ちゅうげん き はち きちす け 

の 若党 大和 国 曾 我 村 生の 曾 我 岩 蔵、 中間 木 八、 吉 助で 

ある。 女 はうた と 云 ふ 女中が 一 人、 傍 # のりつがお 部 

た の あと しき リ いとま もら 

屋に附 いて 立ち退いた 跡で、 頻に暇 を 貰 ひたがる の 

を、 宥め 賺 して 引き留めて あるば かりで、 格別 物の 用 

に は 立って ゐ ない。 そこでけ さ 奥に ゐる もの は、 隠居 

まかな ひかた 

平 八郎、 当主 格 之 助、 賄 方 杉 山、 若党 曾 我、 中間 木 

八、 吉助、 女中うた の 七 人、 昨夜の 泊 客 八 人、 合計 十 

五 人で、 其 外に は 屋敷 内の 旧 塾、 新 塾の 学生、 職人、 

など 

人夫 杯が ゐ たので ある。 



十四 歳 だから、 今年 十六 歳に なって ゐる。 

この 岡 田と 云 ふ 少年が、 けさ 六つ 半に 目を醒 ました。 

職人が 多く^り 込む やうに なつてから、 随分 騒がしい 

家で は あるが、 けさ は 又 格別で ある。 がた く、 め 

リく， みしくと、 物 を 打ち 毀す 音が する。 しかと 

聴き 定めよう として、 床の 上に すわって ゐる うちに、 

しゃう じふす ま 

今 毀して ゐる 物が 障子 襖 だと 云 ふこと が 分かった。 

まじ ラ 

それに 雑って 人声が する。 「役に立たぬ もの は 討ち 棄 

てい」 と 云 ふ詞が はっきり 聞え た。 岡 田 は怜悧 な、 思 

慮の ある 少年で あつたが、 余り 思 ひ 掛けぬ 事な ので、 



「うん。 知って をる。 己 は 余り 人 を 信じ 過ぎて、 君 を 

きち たま 

まで 危地に 置いた。 こらへ て くれ 給へ。 去年の 秋から 

ちゃうう ち したく ぎ やうさん おれ 

の 丁 打の 支度が、 仰山 だと は 己 も 思った。 それに 門 

人中の 老輩 数人と、 塾生の 一半と が、 次第に 我々 と 疎 

遠に なって、 何 か 我々 の 知らぬ 事 を 知って をる らしい 

そ 一^- リ あや おれ しか 

素 振 をす る。 それ を 怪しい と は 己 も 思った。 併し 己 は 

ゆうべまで 事の 真相 を 看破す る ことが 出来なかった。 

ところ 

所が 君、 ゆうべ 塾生 一同に 申し渡す ことがあ ると 云 

つて 呼んだ、 あの 時の 事 だね。 己 は 代りに 聞いて 来て 

遣る と 云って、 君 を 残して 置いて 出席した。 それから 

帰って、 格別な 事で もない から、 あした 話す と 云って 



「好い。 君 早く 逃げて くれ 給へ ご 

しか 

「併し ご 

「早く せんと 駄目 だ ご 

廊下 を 忍び寄る 大 井の 足音が する。 岡 田 は 草稿 を 

ふところ ね こねず み 

懐 に捩ぢ 込んで、 机の 所へ 小 鼠の やうに 走り 戻って、 

ぶんちん はだし 

鉄の 文鎮 を 手に 持った。 そして 跣 足で 庭に 飛び下りて、 

う *r こ TS- く^' へい 

植 込の 中 を 潜って、 塀に ぴったり 身 を 寄せた。 

大井は 抜刀 を 手に して 新 塾に 這 入って 来た。 先づ 

寝所の 温 み を 探って あたり を 見廻して、 便所の 口に 

来て、 立ち 留まった。 暫くして 便所の 戸に 手 を 掛け 

て 開けた。 



むこし てんぜん 

中から 無腰の 宇津木が、 恬然た る 態度で 出て 来た。 

大井は 戸から 手 を 放して 一歩下がった。 そして 刀 を 

かま いひ わけ さ しづ 

構へ ながら 言 分らし く 「先生のお 指図 だ」 と 云った。 

きり ぼうだち 

宇津木 は 「うん」 と 云った 切、 棒 立に 立って ゐる。 

すゐ じん く か ゃゝ 

大井は 酔 人 を 虎が 食 ひ 兼ねる やうに、 良久し く 立ち 

竦んで ゐ たが、 やうく 思 ひ 切って、 「やつ」 と 声を掛 

まっか ふ めが おろ 

けて 真 甲 を 目掛けて 切り 下した。 宇津木が 刀 を 受け取 

う つむき かげん ひゃく ゑ うしろ たて 

る やうに、 俯向 加減に なった ので、 百 会の 背後が 縦に 

その ま-' 

六寸程 骨まで 切れた。 宇津木 は 其 儘 立って ゐる。 大井 

あわ たち 

は 少し 慌てながら、 二の 太刀で 宇津木の 腹 を 刺した。 

まぞ 

刀 は 臍の 上から 背へ 抜けた。 宇津木 は 縁側に ぺ たりと 



すわった。 大井は 背後へ 押し倒して 喉 を 刺した。 

へ いぎ は さい，， .1 いな 

塀 際に ゐた岡 田 は、 宇津木の 最期 を 見届ける や 否や、 

塀に 沿うて 東照宮の 境れ へ 抜ける 非常口に 駆け 附 けた。 

ぢゃ うまへ ぶんちん あ 

そして 錠前 を 文鎮で 開けて、 こっそり 大 塩の 屋敷 を 

出た。 岡 田 は 二十日に 京都に 立ち寄って 二十 一日に は 

彦 根へ 着いた。 

五、 門出 

瀬 田 済 之 助が 東 町奉行 所の 危急 を 逃れて、 大 塩の 屋 

敷へ 駆け込ん だの は、 明 六つ を 少し 過ぎた 時であった。 



なって、 四 年に は 東北の 洪水の ために、 天明 六 七年以 

来の 飢饉に なった。 五 年に 稍 常に 復 しさう に 見える か 

と 思 ふと、 冬から 六 年の 春に 掛けて 雨がない。 六 年に 

めいちゅう つなみ 

は 東北に 螟虫が 出来る。 海 嘯が ある。 とうく 去年 

た いふうた いす ゐ 

は 五月から 雨続きで、 冬の やうに 寒く、 秋 は 大風 大水 

はじめ 

が あり、 東北 を始 として 全国の 不作に なった。 己 は 

もっぱら こほん だ いがくく わつ もく 

隠居して から 心 を 著述に 専 にして、 古本 大学 刮目、 

せんしん どうさつき ふろくせ う じゅもんく うきよし ゆう ご かう き やう ゐ ちゅう 

洗 心 洞 剳 記、 同 附録 抄、 儒 門 空虚 聚語、 孝経 彙註 の 刻 

さっき せきしつ ざう 

本が 次第に 完成し、 剳 記 を 富士山の 石室に 蔵し、 又 

あじろ ごんたい ふ ひろの リ すゝめ 

足代 権 太夫 弘訓の 勧に よって、 宫崎、 林 崎の 両 文庫に 

を さ こ， 1 ろざし 

納めて、 学者と しての 志 を も 遂げた の だが、 連年の 



お じんせい いき ほひ ばう かん 

て 推せば、 これが 人世 必然の 勢 だとして 旁 看す るか、 

町奉行 以下 諸 役人 や 市中の 富豪に 進んで 救済の 法を講 

ちゅう おびやか しちく 

ぜ させる か、 諸 役人 を誅し 富豪 を 脅 して 其 私蓄を 

まか おれ 

散ず るかの 三つより 外 あるまい。 己は此 不平に 甘んじ 

て 旁 看して は をら れぬ。 己 は 諸 役人 や 富豪が 大阪 の た 

めに ii つて くれよう とも 信ぜぬ。 己 はとう/ \ 誅伐 

け J はく な ろくたい 

と 脅迫と によって 事 を 済 さう と 思 ひ 立った。 鹿 台の 財 

むだう しゃう ほろぼ 

を 発する に は、 無道の 商を滅 さんで はならぬ と考へ 

たの だ。 己が 意 を此に 決し、 言 を 彼に 託し、 格 之 助に 

ちゃうう ち 

丁 打 をさせる と 称して、 準備に 取り 掛 つたの は、 去年 

の 秋であった。 それから は 不平の 事 は 日を逐 うて 加 は 



はかど ゐ しゃ そのうち 

つても、 準備の 涉 つて 行く の を 顧みて、 慰藉 を 其 中に 

求めて ゐた。 其 間に 半年 立った。 さてけ ふに なって 見 

しゅんじ ゆん おくれ ようやく き ほひ 

れば、 心に 逡 巡す る 怯 もない が、 又 踊躍す る 競 も 

をり./ 

ない。 準備 をして ゐる 久しい 間に は、 折々 成功の 時の 

まぼろし 

光景が 幻 の やうに 目に 浮かんで、 地上に 血 を 流す 役 

か-つべ た、 さう もく なび 

人、 脚下に 頭 を 叩く 金 持、 それから 草木の 風に 靡く や 

きた ふ 

うに 来り 附 する 諸 民が 見えた。 それが 近頃 はもう そん 

まぼろし 

な 幻 も 見え なくなった。 己 はま だ 三十 代で 役 を 勤め 

てゐた 頃、 高 井 殿に 信任 せられて、 耶蘇 教徒 を 逮捕し 

かん リ きう だん ら ち 

たり、 奸 吏を釓 弾したり、 破戒僧 を羅 致したり して ゐ 

とよ だみ つぎ はりつけ りゃうく みよりき 

ながら、 老婆 豊田 貢の 磔 になる 所 や、 両組 与力 



て も 好い。 己が 陰謀 を 推して 進めた のではなくて、 陰 

謀が 己を拉 して 走った の だと 云っても 好い。 一体 此終 

局 はどうな り 行 くだらう。 平八郎 はかう 思 ひ 続けた。 

平 八郎が 書斎で 沈思して ゐる 間に、 事柄 は 実際 自然 

はかど 

に涉 つて 行く。 屋敷 中に 立ち 別れた 与党の 人々 は、 

受 持々々 の 為 事 をす る。 時々 書斎の 入口まで 来て、 今 

宇津木 を 討ち果した とか、 今 奥庭に 積み上げた 家財に 

そのたび ごと 

火 を 掛けた とか、 知らせる ものが あるが、 其 度 毎に 平 

ただ ひとめ だけ 

八 郎は只 一 目 そっち を 見る 丈で ある。 

せい ぞろひ かね 

さていよ/ \ 勢 揃 をす る ことにな つた。 場所 は 兼 

て 東照宮の 境内 を K ふこと にして ある。 そこへ 出る 時 



ぢゃ うまへ あ 

人々 は始て 非常口の 錠前の 開いて ゐ たの を 知った。 

ま さき はん はた 

行列の 真っ先に 押し立て たの は 救民と 書いた 四 半の 旗 

てんせ うく わう だいじんぐう たう ぷリ やうせ いわう 

である。 次に 中に 天照皇大神 宫、 右に 湯 武両聖 王、 左 

はちまん だ いぼ さ つ きり びき 

に 八幡 大 菩薩と 書いた 旗、 五 七の 桐に 二つ 引の 旗 を 立 

きづ ，> ちゃう 

て、 行く。 次に 木 筒が 二 挺 行く。 次は大 井と 庄 司と 

おのく こづ ゝ きごみ のば かま しろ もめん 

で 各 小 筒 を 持つ。 次に 格 之 助が 着込 野 袴で、 白木 綿 

はちまき し しもつ じむら れ ふし きんすけ 

の 鉢巻 を 締めて 行く。 下 辻 村の 獵師金 助が それに 引き 

ぉほづ V ゃリ ざ ふにん 

添 ふ。 次に 大筒が 二 挺と 繾を 持った 雑人と が 行く。 次 

ほ > くろら しゃ 

に 略 格 之 助と 同じ 支度の 平八郎 が、 黒 羅紗の 羽織、 

のば かま いばらた ゃリ 

野 袴で 行く。 茨田と 杉 山と が繾を 持って 左右に 随ふ。 

わかた う そ が ちゅうげん き はち きちす け うしろ 

若党 曾 我と 中間 木 八、 吉助 とが 背後に 附き添 ふ。 次 



に 相 図の 太鼓が 行く。 平 八郎の 手に は 高 橋、 堀 井、 安 

田、 松 本 等の 与党が ゐる。 次 は 渡 辺、 志 村、 近 藤、 深 

尾、 父 柏 岡 等 重立った 人々 で、 特に 平 八郎に 親しい 白 

きごみたい たう て やり 

井 や 橋 本も此 中に ゐる。 一 同着 込 帯刀で、 多く は手繾 

おさ ぉほづ 、 ちゃう ひ こづ -' もち ざ ふにん 

を 持つ。 押へ は 大筒 一 挺 を 挽かせ、 小 筒 持の 雑人 二 

そば う ゑ まっしう じ あさき ち 

十 人を随 へた 瀬 田で、 傍に 若党 植松周 次、 中間 浅 佶が 

附 いて ゐる。 

この そうにん ず およそ おもてが は へい 

此総 人数 凡百 余人が 屋敷に 火 を 掛け、 表側の 塀 を 

どき ま 

押し倒して 繰り出し たのが、 朝 五つ 時で ある。 先づ主 

あと むかう やしき 

人の 出勤した 跡の、 向屋敷 朝 岡の 門に 大筒の 第一 発 を 

てんまば しす ぢ ながら まち げんばち まち 

打ち込んで、 天満橋 筋の 長柄 町に 出て、 南へ 源 八 町 ま 



よりき まち 

で 進んで、 与力 町 を 西へ 折れた。 これ は 城と 東 町奉行 

所と に 接して ゐる天 満橋を 避けて、 迂回して 船 場に 向 

はう とする ので ある。 

丄ハ、 坂 本 鉉之助 

東 町奉行 所で 小 泉 を 殺し、 瀬 田 を 取り逃がした 所へ、 

よりき どうしん あとべ 

堀が 部下の 与力 同心 を随 へて 来た。 跡 部 は 堀と 相談し 

あけ どき てくばり す y きまち 

て、 明 六つ 時に やう/ \ 三 箇条の 手配 をした。 鈴 木 町 

ねもと ぜんざ ゑ もん きんが う とりしま リ 

の 代官 根本 善左衛 門に 近郷の 取締 を 托した のが 一 つ。 

たにまち いはの じょう てんま けんこく じ 

谷 町の 代官 池 田 岩 之丞に 天満の 東照宮、 建国 寺 方面の 



出て 来い。 又 同文の 命令 を 京 橋 組へ も 伝達せ いと 云 ふ 

むね 

ので ある。 坂 本 は 承知の 旨 を 答へ て、 上屋敷から 大番 

てくばり 

所へ 廻って 手配 をした。 同心 支配 は 三人 あるが、 これ 

こがしら ひらより き 

は 自分が 出る ことにし、 小頭の 与力 二人に は 平 与力 

がま ふくま じらう ためすけ 

蒲 生 熊 次郎、 本 多 為助 を 当て、 同心 三十 人 は 自分と 同 

役 岡との 組から 十五 人 宛 出す ことにした。 集合の 場所 

どばし わき 

は 土橋と 極めた。 京 橋 組への 伝達に は、 当番 与力 脇 勝 

太郎に 書附を 持たせて 出して 遣つ た。 

てく ぱリ やくたく 

手配が 済んで、 坂 本 は 役宅に 帰った。 そして 

くわ じしゃう ぞく わら ぢ がけ じふ もんめ づ 、 どばし 

火事 装束、 草鞋 掛で、 十 文目 筒 を 持って 土橋へ 出向い 

力ま- 7 

た。 蒲 生と 同心 三十 人と は 揃って ゐた。 本 多 はま だ 来 



てゐ ない。 集合 を 見に 来て ゐた畑 佐 は、 跡 部に 二度 催 

ま は 

促せられ て、 京 橋 口へ 廻って 東 町奉行 所に 往く ことに 

して、 先へ 帰った の ださう である。 坂 本 は 本 多が ため 

にん と ほりばた 

に 同心 一人 を 留めて 置いて、 集合 地 を 発した。 堀端 を 

西へ、 東 町奉行 所 を 指して 進む うちに、 跡 部からの 三 

度 目の 使者に 行き 合った。 本 多と 残して 置いた 同心と 

は 途中で 追ひ附 いた。 

坂 本が 東 町奉行 所に 来て 見る と、 畑 佐 はま だ 来て ゐ 

すけの じょう 

ない。 東 組 与力 朝 岡 助 之 丞と西 組 与力 近 藤 三 右衛門と 

ぉほづ S もら 

が 応接して、 大筒 を 用意して 貰 ひたいと 云った。 坂 本 

まち， 

は それまでの 事に は 及ばぬ と 思 ひ、 又 指図の 区々 なの 



そま にんそく てんじん ばし なんばば し 

杣 人足の 一 組に 天神 橋と 難 波 橋 〔# ルビの 「なんばば し」 

は 底本で は 「なんぱば し 匕 との 橋 板 を こ はせ と 言 ひ 付け 

た。 

坂 本の 使者 脇 は 京 橋 口へ 住って、 同心 支配 

広 瀬 治左衛 門、 馬場 佐 十 郎に遠 藤の 命令 を 伝達した。 

ぢ やうばん よね づ たんごの かみ まさ ひさ 

これ は 京 橋 口 定番 米津丹 後守昌 寿が、 去年 十一 月に 

任命 せられて、 まだ 到着せ ぬので、 京 橋 口 も 遠 藤が 預 

リ になって ゐ るからで ある。 広 瀬 は 伝達の 書附を 見て、 

首 を 傾けて 何やら 思案して ゐ たが、 脇へ は いづれ 当方 

うけた ま は 

から 出向いて 承 らうと 云った。 

せ つたば き 

広 瀬 は 雪駄 穿で 東 町奉行 所に 来て、 坂 本に 逢って か 



う 云った。 「只今 書面 を 拝見して、 これへ 出向いて 参 

リ ましたが、 原 来， -ぉ 互に 御城 警 固の 役柄で はあり ま 

せんか。 それ をお 城の 外で 使 はう と 云 ふ、 遠 藤 殿の 

おぼしめし きでん 

思 召が 分かり 兼ねます。 貴殿 はどう 考 へられます 

ゝ o _ 

力 」 

みは なるほど せっしゃ 

坂 本 は 目を睜 つた。 「成程 自分の 役柄 は 拙者 も 心得 

しか かしら ま をし つけ 

て をり ます。 併し 頭 遠 藤 殿の 申 付であって 見れば、 

たと いこま やま 

縦 ひ 生 駒 山 を 越して でも 出張 せんで はなります まい。 

とほり うちした く 

御覧の 通 拙者 は 打 支度 をいた して をり ます ご 

「いや。 それ は 頭 御自身が 御 出馬になる ことなら、 

拙者 もど ちらへ でも 出張し ませう。 我 々ばかりが こん 



な 所へ 参って 働いて は、 町奉行 の 下知 を受る やうな わ 

か^-は しゅつ すゐ 

けで、 体面に も 係る ではありません か。 先年 出水の 

時、 城代 松 平 伊豆守 殿へ 町奉行が 出兵 を 願った が、 大 

おんしろ けいご おつし 

切の 御城 警 固の 者 を 貸す こと は 相 成らぬ と 仰 やった 

やうに 聞いて をり ます。 一応 御 一し よに ことわって 見 

よ うぢゃありません かご 

かしら ま をし つけ 

「それ は 御 同意が なり 兼ねます。 頭の 申 付なら、 拙 

した ほんぎ やくにん 

者 は 誰の 下にで も附 いて 働きます。 その上 叛逆 人が 

しゅ つ すゐ 

起った 場合 は 出水な どと は 違 ひます。 貴殿が おこと 

かみやしき いで 

わりにな るなら、 どうぞお 一人で 上屋敷へ お出に なつ 

て 下さい ご 



坂 本 は 庭に 出て、 今 工事 を 片付けて 持 口に 附 いた 同 

あとべ あ ひゃく 

心 共 を 見張って ゐた。 そこへ 跡 部 は、 相役 堀 を 城代 

どゐぉ ほひの かみと しつら や 

土 井 大炊頭 利 位の 所へ 報告に 遣って 置いて、 書院から 

てんま 

降りて 来た。 そして 天満の 火事 を 見て ゐた。 強く はな 

き 

いが、 方角の 極まらぬ 風が 折々 吹く ので、 火 は 人家の 

にしみ なみ 

立て込んで ゐる 西南の 方へ ひろがって 行く。 大 塩の 

進む 道筋 を 聞いた 坂 本が、 「いかがで ございませう、 御 

出馬に なりまして は」 と 跡 部に 言った。 「されば」 と 云 

つて、 跡 部 は 火事 を 見て ゐる。 暫くして 坂 本が、 「どう 

もなか/^ こちらへ は 参ります まいが」 と 云った。 跡 

部 は 矢 張 「されば」 と 云って、 火事 を 見て ゐる。 



りに なった。 不意に 馳せ加 はった ものの 中に、 砲術の 

心得の ある 梅 田 源左衛 門と 云 ふ彦根 浪人 もあった。 

すが はらまち かし 

平 八郎は 天神 橋の こ はされ たの を 見て、 菅原町 河岸 

かど ひばし ひかみ まち かし なんばば し 

を 西に 進んで、 門 樋 橋 を 渡り、 樋 上 町 河岸 を 難 波 橋の 

たもと 

抉に 出た。 見れば 天神 橋 を こ はして しまって、 こち 

そま にんそく は 

らへ 廻った 杣 人足が、 今 難 波 橋の 橋 板を剝 がさう とし 

てゐる 所で ある。 「それ、 渡れ」 と 云 ふと、 格 之 助が 先 

ぬきみ やり 

に 立って 橋に 掛かった。 人足 は 抜 身の 繾を 見て、 ば 

ら/^ と 散った。 

北 浜 二 丁目の 辻に 立って、 平 八郎は 同勢の 渡って し 

まふの を 待った。 そのうち 時刻 は 正午に なった。 



方略の 第一 一段に 襲撃 を 加へ る ことにして ある 大阪富 

きたせん ば むら ことごと 

豪の 家々 は、 北 船 場に 簇 がって ゐる ので、 もう 悉 く 

し こ あ ひだ せがれ 

指 顧の 間にある。 平 八 郎は悴 格 之 助、 瀬 田 以下の 

おもだ てはず とほり 

重立った 人々 を 呼んで、 手 害の 通に 取り掛かれと 命 

いまば しす ぢ こうのい け や おなじく 

じた。 北側の 今 橋 筋に は 鴻池屋 善 右衛門、 同 庄 兵衛、 

おまし やう i J ん 

同 善 五郎、 天 王寺屋 五兵衛、 平野 屋 五兵衛 等の 大 商人 

かう らいばし すぢ いはき ます や お ほみ せ 

がゐ る。 南側の 高麗 橋 筋に は 三 井、 岩 城桝屋 等の 大店 

が ある。 誰が どこに 向 ふと 云 ふこと、 どう 脅喝して ど 

う 談判す る と 云 ふ こと、 取り出した 金銭 米穀 はどう 取 

など いち/ \ と き 

リ扱 ふと 云 ふこと 杯 は、 一 々方略に 取り極め てあつた 

しごと せんこく 

ので、 ここで も 為 事 は 自然に 発展した。 只 銭穀の 



とりあつ かひ ざ ふにん ども 

取扱 だけ は 全く 予定した 所と 相違して、 雑人 共 は 身 

つけ かぎ リ 

に 着られる 限の 金銀 を 身に 着けて、 思 ひくに 立ち 

の こうのい け ほんけ ほか かねぐら 

退いて しまった。 鴻池 本家の 外 は、 大抵 金庫 を 破壊せ 

にぶ きん ま 

られ たので、 今 橋 筋に は 二分 金が 道に ばら 蒔いて あつ 

た。 

なんば まし 

平 八 郎は難 波 橋 〔# ルビの 「なんばば し」 は 底本で は 「な 

みなみ づめ しゃう ぎ 

んぱ ばし 匕 の 南 詰に 床几 を 立てさせて、 白 井、 橋 本、 

わかた うちゅう げん そば にぎりめし 

其 外 若党 中間 を 傍に をら せ、 腰に 附 けて 出た 握飯 を 

か とゾろ くわえん も 

嚙 みながら、 砲声の 轟き 渡り、 火焰の 燃え上が るの を 

見て ゐた。 そして 心の 内に は 自分が 兼て 排斥した 枯寂 

くう どき ひきあげ 

の 空 を 感じて ゐた。 昼 八つ 時に 平 八 郎は引 上の 太鼓 を 



打た せた。 それ を 聞いて 寄り集ま つたの はやう/ \ 百 

う お も t. 二 

五十人 許りであった。 その 重立った 人々 の 顔に は、 言 

ひ 合せた 様な 失望の 色が ある。 これ は 富豪 を懲す こと 

にぎ は 

は 出来た が、 窮民 を賑す ことが 出来ない からで ある。 

せっかく ろくたい い たづら うが ふ つか 

切 角 発散した 鹿 台の 財 を、 徒 に 烏 合の 衆の 攫み 取る 

に 任せた からで ある。 

けしき うかが 

人々 は 黙って 平 八郎の 気色 を 伺った。 平 八 郎も黙 

しばら こめみ せ 

つて 人々 の 顔 を 見た。 暫くして 瀬 田が 「まだ 米 店が 

ゆ さま 

残って ゐ ましたな」 と 云った。 平 八 郎は夢 を 揺 リ覚さ 

しゃう ぎ た よ てくばり 

れ たやう に 床几 を 起って、 「好い、 そんなら 手配 をせ う」 

のこり にんず ふたて 

と 云った。 そして 残の 人数 を 二手に 分けて、 自分 達 



ふ し ひき 

塩 父子の 率ゐた 手が 高麗 橋に 掛かった 時で、 橋の 上に 

白旗が 見えた。 

「あれ を 打た せい」 と、 堀が 広 瀬に 言った。 

広 瀬が 同心 等に 「打て」 と 云った。 

もんめ ふん づ ゝ ぃリ まめ 

同心 等の 持つ て ゐた三 文目 五分 筒が 煎 豆 の やうな 音 

を 立てた。 

堀の 乗って ゐた 馬が 驚いて 跳ねた。 堀 はころ りと 馬 

から 墜 ちた。 それ を 見て 同心 等 は 「それ、 お 頭が 打た 

れた」 と 云って、 ぱっと 散った。 堀 は 馬で に 馬 を牽か 

おはら ひす ぢ くわいし よ は ひ 

せて、 御祓 筋の 会所に 這 入って 休息した。 部下 を 失 

いとま ご ひ 

つた. H 瀬 は、 暇 乞 をして 京 橋 口に 帰って、 同役 馬 暴に 



に 火 を 掛けて 平野 橋の 東 詰に 引き上げて ゐた。 さう 

うち ほね やまちす ぢ しんめい やしろ 

すると 内骨屋 町筋から、 神明の 社の 角 を こっちへ 曲 

あと ぺ まと ひ 

がって 来る 跡 部の 纏が 見えた。 二 町 足らず 隔たった 

まと ひ めあて きづ ゝ 

纏 を 目 当に、 格 之 助 は 木 筒 を 打た せた。 

ほんだ やま ざ き や し ら う 

跡 部の 手 は 停止した。 与力 本 多 や 同心 山 崎 弥四 郎が、 

坂 本に 「打ち ませう か/^」 と 催促した。 

坂 本 は 敵が 見えぬ ので、 「待て/ \」 と 制しながら、 

しんめい やしろ 

神明の 社の 角に 立って 見て ゐ ると、 やうく 烟の中 

きづ ゝ 

に 木 筒の 口が 現れた。 「さあ、 打て」 と 云って、 坂 本 は 

待ち 構へ た 部下と 一 しょに 小 筒 をつ るべ かけた。 

はしむ かう 

烟が 散って から 見れば、 もう 敵 は 退いて、 道が 橋 向 



は しづめ ざ ふにん 

まで 開いて ゐる。 橋 詰 近く 進んで 見る と、 雑人が 一人 

打 たれて 死んで ゐた。 

坂 本 は 平野 橋へ 掛からう としたが、 東 詰の 両側の 人 

むせ 

家が 焼けて ゐ るので、 烟に 噎んで 引き返した。 そして 

はじめ 

始 て 敵に 逢って 混乱して ゐる跡 部の 手の者 を 押し 分 

ぶんご まち 

けながら、 天神 橋 筋 を 少し 南へ 抜けて、 豊 後町 を 西へ 

思案 橋に 出た。 跡 部 は 混乱の 渦中に 巻き込まれ てと 

う/ \ 落馬した。 

か はらまち 

思案 橋 を 渡って、 瓦 町 を 西へ 進む 坂 本の 跡に は、 本 

がま ふ かす やすけ ざう 

多、 蒲 生の 外、 同心 山 崎 弥四 郎、 糟谷助 蔵 等が 切れぐ 

に 続いた。 



平野 橋で 跡 部の 手と 衝突した 大 塩の 同勢 は、 又 逃亡 

あま リ あさで お 

者が 出た ので 百 人 余に なり、 浅手 を 負った 庄 司に 手 

当 をして 遣って、 平野 橋の 西 詰から 少し 南へ ょぢれ て、 

あは ぢ まち 

今 淡 路町を 西 へ 退く 所で ある。 

北の 淡路 町を大 塩の 同勢が 一 歩 先に 西へ 退く と、 そ 

か はらまち ど ほり 

れと 併行した 南の 瓦 町 通 を 坂 本の 手の者が 一 歩 遅れ 

かう さ 

て 西へ 進む。 南北に 通じた 町 を 交叉す る 毎に、 坂 本 は 

ちゃうめ すぢ かぢ やまちす ぢ 

淡路 町の 方角 を 見ながら 進む。 一 丁目 筋と 鍛冶屋 町筋 

との 交叉点で は、 もう 敵が 見えなかった。 

さか ひす ぢ 

堺 筋との 交叉点に 来た 時、 坂 本 はやう/ \ 敵の 砲 

車 を 認めた。 黒 羽織 を 着た 〔# 「着た」 は 底本で は 「来 



た 匕 大男が それ を 挽かせて 西へ 退かう として ゐる所 

さか ひす ぢ かみに 

である。 坂 本 は堺筋 西側の 紙屋の 戸口に 紙 荷の 積ん 

こだて もんめ づ、 お ほづゝ かた 

であるの を 小楣に 取って、 十 文目 筒で 大筒 方ら しい、 

かの ねら また 

彼 黒 羽織 を 狙 ふ。 さう すると 又 東側の 用水 桶の 蔭から、 

れ ふづ^' うしろ 

大塩 方の 獵師金 助が 獵 筒で 坂 本 を 狙 ふ。 坂 本の 背後に 

ゐた本 多が 金 助 を 見付けて、 自分の 小 筒で 金 助 を 狙 ひ 

ながら、 坂 本に 声を掛ける。 併し 二度まで 呼んでも、 

坂 本の 耳に 入らない。 そのうち 大筒 方が 少しづつ 西へ 

けん ほど 

歩く ので、 坂 本 は 西側の 人家に 沿うて、 十 間 程 前へ 出 

ほとんど 

た。 三人の 筒 は 殆 同時に 発射 せられた。 

たいはう かた 

坂 本の 玉 は 大砲 方の 腰 を 打ち抜いた。 金 助の 玉 は 坂 



本の 陣笠 を かすった が、 坂 本 は 只 顔に 風が 当った やう 

たま まった まと 

に 感じた だけであった。 本 多の 玉 は 全く 的 を はづれ 

た。 

坂 本 等 は 稍 久しく 敵と 鉄砲 を 打ち合って ゐ たが、 敵 

がもう 打た なくなつ たので、 用心し つ、 淡路 町の 四 辻 

に 出た。 西の方 を 見れば、 もう 大 塩の 同勢 は 見えない _ 

東の 方 を 見れば、 火が 次第に 燃えて 来る。 四 辻の 辺 

ひゃくめ づ ゝ さんち やう 

に 敵の 遺棄した 品々 を 拾 ひ 集めた のが、 百 目 筒 三 挺 

しゃ だ い つき きづ ゝ にちやう こづ ゝ ゃリ 

車台 付、 木 筒 二 挺 内 一挺 車台 付、 小 筒 三 挺、 其 外繾、 

つ f ら ぐそくび つ ながもち ゃリ 

旗、 太鼓、 火薬 葛籠、 具足 櫃、 長 持 等であった。 繾の 

もちやり 

うち 一本 は、 見知った ものが あって 平八郎 の持繾 だと 



さきて てんじんば しす ぢ は しづめ まち 

三人 を 借りて 先手 を 命じ、 天神 橋 筋 を 南へ 橋 詰 町 迄 出 

ほん まちば し 

て、 西に 折れて 本 町 橋 を 渡った。 これ は 本 町 を 西に 進 

うく わい 

んで、 迂 廻して 敵の 退路 を 絶た うと 云 ふ 計画であった。 

しか ひとて ことごと あと 

併し 一 手の ものが 悉 く 跡へ/ \ とすざる ので、 脇 等 

三人との 間が 切れる。 人数 も ぼつく 耗 つて、 

ほん まち さか ひす ぢ 

本町堺 筋で は 十三 四 人に なって しま ふ。 そのうち 

か はらまち 

瓦 町と 淡路 町との 間で 鉄砲 を 打ち合 ふの を 見て、 や 

さか ひす ぢ 

うく 堺筋を 北へ、 衝突の あった 処に 駆け付け たの 

である。 

跡 部 は 堀と 一 しょに 淡 路町を 西へ 踏み出して 見た が、 

もう 敵ら しい ものの 影 も 見えない。 そこで 本 町 橋の 



ひが しづめ にん たもと 

東 詰まで 引き上げて、 二人 は袂を 分ち、 堀 は 石 川と 

米倉と を 借りて、 西 町奉行 所へ 連れて 帰り、 跡 部 は 城 

は ひ がま ふ ならび 

へ 這 入った。 坂 本、 本 多、 蒲 生、 柴田、 脇 並に 同心 等 

お ほて まへ ばんば 

は、 大手 前の 番 場で 跡 部に 分れて、 東 町奉行 所へ 帰つ 

た。 

九、 八 軒屋、 新築 地、 下 寺 町 

ひ ぉほづ ゝ 

梅 田の 挽かせて 行く 大筒 を、 坂 本が 見付けた 時、 平 

八郎 はま だ 淡 路町ニ 丁目の 往来の 四 辻に 近い 処に 立ち 

へ お ま- づ ゝ ひ 

止まって ゐた。 同勢 は 見る く耗 つて、 大筒の 車 を 挽 



く 人足に も 事を闕 くやう になって 来る。 坂 本 等の 銃声 

ほとんど 

が 聞え はじめてから は、 同勢が 殆 無 節制の 状態に 

おち、， 

陥り 掛かる。 もう 射撃 をす るに も、 号令に は 依らずに、 

ひと..^.' しばら 

人々 勝手に 射撃す る。 平 八郎は 暫く それ を 見て ゐた 

おもだ 

が、 重立った 人々 を 呼び集めて、 「もう 働き もこれ まで 

ぢゃ、 好く 今まで 踏み こたへ てゐて くれた、 銘々 此場 

を 立ち退いて、 然るべ く 処決 せられい」 と 云 ひ 渡した。 

集まって ゐた 十二 人 は、 格 之 助、 白 井、 橋 本、 渡 辺、 

いはらた かし は を 力 

瀬 田、 庄司、 茨田、 高 橋、 父 柏 岡、 西 村、 杉 山と 瀬 田 

う ゑ まつ ことば 

の 若党 植松 とで あつたが、 平 八 郎の詞 を 聞いて、 皆 顔 

を 見合せ て 黙って ゐた。 瀬 田が 進み出て、 「我々 は ど 



てゐ る。 土地の ものが 火事なん ぞの 時、 荷物 を 積んで 

やかた 

逃げる、 屋 形の やうな、 余り 大きくない 舟で ある。 平 

め く あと 

八郎は 一行に 目 食 はせ をして、 此 舟に 飛び乗った。 跡 

から 十三 人が どやく と 乗 込んだ。 

「こら。 舟 を 出せ ご かう 叫んだ の は 瀬 田で ある。 

た とも づな 

不意 を 打 たれた 船頭 は 器械 的に 起って 纜 を 解いた _ 

もんめ づ -.' 

舟が 中流に 出てから、 庄司は 持って ゐた十 文目 筒、 

てゃリ 

其 外の 人々 は 手繾を 水中に 投げた。 それから 川風の 寒 

きごみ ぬ 

いのに、 皆 着込 を 脱いで、 これ も 水中に 投げた。 

「どっちへ でも 好い から 漕いで をれ ご 瀬 田 はかう 云 

ろ あやつ あ 

つて、 船頭に 艢を 操らせた。 火災に 遭った ものの 荷 



「へえ。 これ は 済みません。 直吉と 申します ご 

これから は 船頭が 素直に 指図 を 聞いた。 平 八郎は 

うな だ かしら せっしゃ しょぞん 

項垂れて ゐた頭 を 挙げて、 「これから 拙者の 所存 をお 

話いた すから、 一同 聞いて くれられい」 と 云った。 所 

このたび く はだて ざん ぞく 

存と云 ふの は 大略 かう である。 此 度の 企 は 残賊を 

ちゅう くわが い た しちく あば かんで き 

誅 して 禍害 を 絶つ と 云 ふ 事と、 私蓄を 発いて 陥溺を 

救 ふと 云 ふ 事との 二つ を 志 した 者で ある。 然るに 彼 

まった これ なん/ \ くじ 

は 全く 敗れ、 此は 成る に 垂 として 挫けた。 主謀た 

うら とが たゾ 

る 自分 は 天 をも怨 まず、 人 をも尤 めない。 只 気の毒に 

ま へ がた 

堪へ ぬの は、 親戚 故旧 友人 徒弟た るお 前方で ある。 自 

分 はお 前方に 罪 を 謝する。 どうぞ 此 同舟の 会合 を 最後 



だんらん たもと りく のぼ お の -f.- いさきよ 

の 団欒と して 、抉 を 分って 陸に 上り、 各 潔く 処決 

して 貰 ひたい。 自分 等 父子 は 最早 思 ひ 置く こと もない 

あと 

が、 跡に は 女 小 供が ある。 橋 本 氏に は 大工 作 兵 衛を連 

かくれが じさい 

れて、 いかにもして 彼等の 隠 家へ 往き、 自裁 する やう 

に 勧めて 貰 ふこと を 頼む と 云 ふので ある。 平 八郎の 

めかけ はんにゃ じむら た の 

妾 以下 は、 初め 般若 寺 村の 橋 本 方へ 立ち退いて、 それ 

から 伊丹の 紙屋 某 方へ 往 つたので ある。 後に 彼等が 縛 

に 就いた の は 京都で あつたが、 それ は 二人の 妾が 

ゆみたろう 

弓 太郎を 残して は 死なれぬ と 云 ふので、 橋 本が 連れて 

さまよ ひ 歩いた 末で ある。 

くれ てんまば しき たづめ 

暮 六つ 頃から、 天 満橋北 詰の 人の 目に 立たぬ 所に 舟 



を 寄せて、 先づ橋 本と 作兵衛 とが 上陸した。 次いで 父 

かし は を か いばらた いとま う ゑ まつ 

柏 岡、 西 村、 茨田、 高 橋と 瀬 田に 暇 を 貰った 植 松と 

おと や 

の 五 人が 上陸した。 後に 茨田 は 瀬 田の 妻子 を 落して 遣 

つた 上で 自首し、 父 柏 岡と 高 橋と も 自首し、 西 村 は 江 

ぐわん にんば うず じえ き 

戸で 願 人 坊主に なって、 時疫で 死に、 植松は 京都で 捕 

はれた。 

あと とさ ぼ リがは にしよ こぼ リがは は ひ 

跡に 残 つた 人々 は 土 佐 堀川から 西 横 堀川に 這 入 つ て、 

しん つき ぢ 

新築 地に 上陸した。 平 八郎、 格 之 助、 瀬 田、 渡 辺、 庄 

せま 

司、 白 井、 杉 山の 七 人で ある。 人々 は 平 八郎に 迫って 

しょぞん た *,> まぬ か 

所存 を 問うた が、 只 「いづれ 免れぬ 身ながら、 少し 

考 が ある」 とば かり 云って、 打ち明けない。 そして 



がゐ る。 京 橋 組、 玉 造 組、 東西 大番を 通算す ると、 上 

下の 人数が 定番 二百 六十 四 人、 大番百 六十 二人、 合計 

四百 二十 六 人になる。 これ 丈で は 守備が 不足な ので、 

とざま やくち づゝ や かばん 

幕府 は 外様の 大名に 役 知 一 万 石 宛 を 遣って 加番に 取つ 

やまざと まる どゐ のとの かみと した y 

てゐ る。 山里 丸の 一 加 番が越 前 大野の 土 井能 登 守 利忠、 

なかご や よいた うき やうの すけな ほつ ね 

中 小屋 の 二 加番が 越後 与 板の 井伊 右京亮 直経 、 

あ を やぐち で は ながと ろ よね づ いせの かみ まさよし がんき ざ か 

青屋 口の 三 加 番が出 羽長瀞 の米津 伊勢 守 政懿、 雁木 坂 

はり ま あんじ しなの、 かみな がた け 

の 四 加 番が播 磨 安志の 小 笠 原 信 濃 守長武 である。 加番 

ものが しら かちめつ け ひら ざ むら ひ かち 

は 各 物 頭 五 人、 徒 目 付 六 人、 平 士 九 人、 徒 六 人、 

こがしら あしがる ひき 

小頭 七 人、 足軽 二百 二十 四 人 を 率ゐて 入城す る。 其 内 

こづ 、 ちゃう はり ぼう つきあし がる 

に 小 筒 六十 挺 弓 二十 張が ある。 又 棒 突 足軽が 三十 五 



定番、 加 番の諸 大名 を 連れて、 城内 を 巡 見した。 門の 

数が 三十 三 箇所、 番所の 数が 四十 三 箇所 あるの だから、 

随分 手間が 取れる。 どこに 往 つて 見ても、 防備 はま だ 

くれ どき 

目 も 鼻 も 開いて ゐ ない。 土 井は暮 六つ 時に 改めて 巡 見 

する Y J とに した。 

あまがさき 

二度目に 巡 見した 時 は、 城内の 士卒の 外に、 尼 崎、 

きし わ だ たか つき よど 

岸 和 田、 高槻、 淀な どから 繰り出した 兵が 到着して ゐ 

る。 

ひつじ さる ひら お ほて もちく ち 

坤 に 開いて ゐる 城の 大手 は 土 井の 持 口で ある。 

つめしょ さく ゆ たけた ば 

詰 所 は 門 内の 北に ある。 門前に は 柵 を 結 ひ、 竹 束 を 立 

ぉほづ ゝ す よび づゝ 

て、 土俵 を 築き上げて、 大筒 二 門を据 ゑ、 別に 予備 筒 



二 門が 置いて ある。 門 内に は 番頭が 控へ、 門外 北側 

に は 小 筒 を 持った 足軽 百 人が 北 向に 陣取って ゐる。 南 

とほた ふみの かみた ゾ よし 

側に は 尼 崎から 来た 松 平 遠 江 守忠栄 の 一 番手 三百 三 

ほ > 

十 余人が 西 向に 陣取る。 略 同数の 二番 手 は 後に ここへ 

うつ あとべ 

参着して、 京 橋 口に 遷り、 次いで 跡 部の 要求に よって 

もりぐ ち すゐた こほり やま 

守 口、 吹 田へ 住った。 後に 郡 山の 一 二番 手 も 大手に 

加 はった。 

大手 門 内 を、 城代の 詰 所 を 過ぎて 北へ 行く と、 西の 

いぬ ゐ すみ 

丸で ある。 西の 丸の 北、 乾の 角に 京 橋 口が 開いて ゐ る。 

此 口の 定番の 詰 所 は 門 内の 東側に ある。 定番 米 津が着 

任して をらぬ ので、 山里 丸 加番土 井が 守って ゐる。 大 



中 小屋 加番、 雁木 坂 加番、 玉 造 口 定番の 詰 所が 並んで 

ゐる。 雁木 坂 加 番小笠 原 は、 自分の 詰 所の 前の 雁木 坂 

うま じる し 

に 馬 印 を 立てて ゐる。 

ぢ やうばん たつみ 

玉 造 口 定番の 詰 所 は 巽に 開いて ゐる。 玉 造 口の 北 

側で ある。 此門は 定番 遠 藤が 守って ゐる。 これに 高槻 

こほり やま 

の 手が 加 はり、 後に は 郡 山の 三番 手 も 同じ 所に 附け 

られ た。 玉 造 口と 大手との 間 は、 東が 東大 番、 西が 西 

大番の 平常の 詰 所で ある。 

土 井の 二度の 巡 見の 外、 中 川、 犬 塚の 両目 附は 城内 

しょ-,.......' 

所々 を 廻って 警戒し、 又両 町奉行 所に 出向いて 情報 を 

取った。 夜 にんって から は、 城の 内外の 持 口々々 に 



か ゾ りび た つら えん../ てん こが 

篝火を 焚き 連ねて、 炎 焰天を 焦す のであった。 跡 部の 

やくたく かな ふと ほた ふみの かみ ひさと も 

役宅に は 伏 見 奉行 加納遠 江守久 儔、 堀の 役宅に は堺 

まが リぷ ちか ひの かみけ いざん 

奉行 曲 淵 甲斐 守景 山が、 各 与力 同心 を 率ゐて 繰り込ん 

だ。 又 天 王 寺 方面に は 岸 和 田から 来た 二番 手 千 四百 余 

人が 陣を 張った。 

目附中 川、 犬 塚の 手で 陰謀の 与党 を 逮捕し ようと 云 

てくばり 

ふ 手配 は、 日暮 頃から 始まった が、 はかぐ しい 働き 

すゐた むら うぢが み 

も 出来なかった。 吹 田 村で 氏神の 神主 をして ゐる、 平 

しま とりて 

八郎の 叔父 宫脇志 摩の 所へ 捕手の 向った の は翌ー 一十 日 

で、 宫脇は 切腹して 溜池に 飛び込んだ。 船 手 奉行の 手 

で、 川口の 舟 を 調べ はじめた の は、 中 一日 置いた 二十 



ほん まちば し 

の 焦土と なった。 本 町 橋 東 詰で、 西 町奉行 堀に 分れて 

入城した 東 町奉行 跡 部 は、 火が 大手 近く 燃えて 来たの 

で、 夕 七つ 時に 又 坂 本 以下の 与力 同心 を 率ゐて 火事場 

ひけし にんそく 

に 出馬した。 丁度 火 消 人足が 谷 町で 火 を 食 ひ 止めよう 

として ゐる 所で あつたが、 人数が 少 いのと 一同 疲れて 

ゐ るのと のために、 暮 六つ 半に 谷 町 代官 所に 火の 移る 

の を 防ぐ ことが 出来なかった。 鎮火した のは翌 二十日 

よ ひ まちかず 

の 宵 五つ 半で ある。 町 数で 言へば 天満組 四十 二 町、 北 

I <- 力ず 力まと 力 Iq- 

組 五十 九 町、 南 組 十一 町、 家 数、 竈 数で 言へば、 三千 

わざ まひ y S 

三百 八十 九 軒、 一 万 二 千 五 百 七十 八 戸が 災 に 罹った 

ので ある。 



て、 間道 を 東へ 急いだ。 さて 途中 どこで 夜 を 明かさう 

かと 思って ゐる うち、 夜な かから 大風 雨に なった。 や 

うぶすな やしろ か 

う/^ 産 土の 社 を 見付けて 龃け 込んで ゐ ると、 暫く 

物 を 案じて ゐた渡 辺が、 突然もう 此 先き は 歩け さう に 

てあし まと ひ 

ないから、 先生の 手足 纏に ならぬ やうに すると 云って、 

わきざし 

手早く 脇差 を 抜いて 腹に 突き立てた。 左の 脇腹に 三寸 

きっさき は ひ しょせん みき は 

余り 切 先が 這 入った ので、 所詮 助からぬ と 見極めて、 

かいしゃく 

平 八郎が 介錯した。 渡 辺 は 色の 白い、 少し 歯の 出た、 

温順 篤実な 男で、 年齢 は 僅に 四十 を 越した ばかりで 

あった。 

あかつき や 

二十 一 日の 暁 になっても、 大風 雨 は 止み さうな 



たいしゅ あんせきしょく ふ たかはめ 

大酒 をした やうに 暗赤色に なって、 持 前の 二 皮 目が 

血走って ゐる。 平八郎 父子が 物 を 言 ひ 掛ければ、 驚い 

あ ひだ/ \ うづく ま 

たやう に 返事 をす るが、 其 間々 は 焚火の 前に 蹲 つて、 

現と も 夢と も 分から なくなって ゐる。 ここまで 来る 

途中で、 先生が 寒から うと 云って、 瀬 田 は 自分の 着て 

ゐた 羽織 を 脱いで 平 八郎に 襲ね させた ので、 誰よりも 

を か と 

強く 寒さに 侵された もの だら う。 平 八 郎は瀬 田に、 兎 

かく 

に 角 人家に 立ち寄って 保養して 跡から 来る が 好い と 云 

たんぼみ ち 

つて、 無理に 田圃 道 を 百姓家の ある 方へ 往 かせた。 其 

うしろ かげ 

後 影 を 暫く 見送って ゐた 平八郎 は、 急に 身 を 起して 

しぎ ごえ こ、 ろざ 

焚火 を 踏み消した。 そして 信 貴 越の 方角 を 志 して、 



格 之 助と 一 しょに、 又 間道 を 歩き 出した。 

瀬 田 は 頭が ぼんやりして、 体ぢ ゆうの 脈が 鼓 を 打 

つやう に 耳に 響く。 狭い 田の 畔道 を 踏んで 行く に、 足 

や、 きりかぶ 

が どこ を 踏んで ゐ るか 感じが 無い。 動もすれば I 刈 株の 

間の 湿った 泥に 足 を 踏み込む。 やうく 一軒の 百姓家 

すき 

の 戸の 隙から 明かりの さして ゐ るのに たど リ 着いて、 

瀬 田 ははつ きりとした 声で、 暫く 休息 させて 貰 ひた 

いと 云った。 雨戸 を 開けて 顔 を 出した の は、 四角な 赭 

ら 顔の 爺い さんで ある。 瀬 田の 様子 をぢ つと 見て ゐた 

おも ひ ほか こば ゐろリ そば 

が、 思 の 外 拒まう ともせずに、 囲炉裏の 側に 寄って 休 

めと 云った。 婆あさん が 草鞋 を 脱がせて、 足 を 洗って 



す こ,.； I る たヾ 

に 頗 満足して、 只 追 ふ ものの 足音の 同じ やうに 近く 

きふて う っゾみ 

聞え るの を 不審に 思って ゐる。 足音 は 急 調に 鼓 を 打 

つ 様に 聞え る。 ふと 気が 附 いて 見る と、 足音と 思った 

の は、 自分の 脈の 響く のであった。 意識が 次第に 明瞭 

になる と共に、 瀬 田 は 腰の物の 亡くなつ たの を 知った。 

てきかく 

そして それと 同時に 自分の 境遇 を 不思議な 程 的確に 判 

断す る ことが 出来た。 

は お め まひ おこ 

瀬 田 は 跳ね起きた。 眩暈の 起り さうな の を、 出来る 

だけ 意志 を 緊張して こらへ た。 そして 前に 爺い さんの 

あんどう もと 

出て 行った 口から、 同じ やうに 龃け 出した。 行灯の 下 

ば あき 

の 婆あさん は、 又 呆れて それ を 見送った。 



この ことば 

格 之 助 も 此詞に は 驚いた。 「でも 帰りましたら ご 

「ゆいから 黙って 附 いて 来い ご 

平 八郎は 足の裏が 燃える やうに 逃げて 来た 道 を、 渴 

した ものが 泉 を 求めて 走る やうに 引き返して 行く。 傍 

から 見れば、 その 大阪へ 帰らう とする 念 は、 一 種の 不 

可抗 力の やうに 平 八郎の 上に 加 はって ゐる らしい。 格 

よ ひ あかつき あた..' か かゆ ふるま 

之 助 も 寺で 宵と 暁と に 温 い 粥 を 振舞 はれてから は、 

霊薬 を 服した やうに 元気 を 恢復して、 もう 遅れる やう 

な 事 はない。 併し 一歩々々 危険な 境に 向って 進む の だ 

と 云 ふ 考 が 念頭 を 去らぬ ので、 先に 立って 行く 養父 

の 背 を 望んで、 驚異の 情の 次第に 加 はるの を 禁ずる こ 



に附 いて ゐる。 此離 座敷なら 家族 も 出入せ ぬから、 奉 

おそれ 

公人に 知られる 虞 もない。 そこで 五郎兵衛 は 平八郎 

にち/ \ はんまい はか 

父子 を 夜中に そこへ 移した。 そして 日々 飯米 を 測って 

かみぶくろ み そ しほ かう もの 

勝手へ 出す 時、 紙袋に 取り分け、 味噌、 塩、 香の物な 

ど を 添へ て、 五郎兵衛が 手づ から 持ち運んだ。 それ を 

すみび じす ゐ 

親子 炭火で 自炊す るので ある。 

兎角す るう ちに 三月に なって、 美吉屋 にも 奉公人の 

でか はり ひらの がう やど もと 

出 代が あった。 その 時 女中の 一 人が 平野 郷の宿 元に 帰 

つて こんな 話 をした。 美吉屋 では 不思議に 来が 多くい 

る。 老人 夫婦が 毎日 米 を 取り分けて 置く の を、 奉公人 

は 神 康に洪 へる の だら うと 云って ゐ るが、 それにして 



せり ざ は まった かぬ ひざう あだちさん たらう とほ やま 

芹 沢 啓 次郎、 松 高 縫 蔵、 安立 讃太 郎、 遠山 勇 之 助、 斎 

籐正 五郎 〔# ルビの 「しゃう ごら う」 は 底本で は 「しゃう ご 

ろう 匕、 菊地弥 六の 八 人を附 けて、 これに 逮捕 を 命じ 

た。 

よ はん どき 

三月 二十 六日の 夜 四つ 半時、 時 田 は 自宅に 八 人の も 

の を 呼んで 命 を 伝へ、 すぐに 支度 をして 中 屋敷に 集合 

させた。 中 屋敷で は、 時 田が 美 吉屋の 家宅の 摸 様 を 書 

いけどり 

いた もの を 一同に 見せ、 なるべく 二人 を生擒 にす る や 

うにと 云 ふ 城代の 注文 を 告げた。 岡 野 某 は 相談して、 

は」 ぼう 

時 田から 半 棒 を 受け取った。 それから 岡 野が 入口の 狭 

くじ き 

い 所 を 進む に は、 順番 を 籤で 極めて、 争論の ないやう 



追手の 同心 一 人 は 美 吉屋の 女房つ ね を 呼び出して、 

耳に 口 を 寄せて 云った。 「お前 大切の 御用 だから、 し 

つかりして 勤めんで はならぬ ぞ。 お前 は 板塀の 戸口へ 

住って、 平八郎 にかう 云 ふの だ。 内の 五郎兵衛 はお 1 

かざい あらため 

けにな つて ゐ るので、 今 家財 改 のお 役人が 来られた。 

どうぞち よいとの 間 裏の 路次 口から 外へ 出て ゐて 下さ 

いと 云 ふの だ。 間違へ て はならぬ ぞ」 と 云った。 

ま さ を 

つね は 顔色が 真つ 蒼に なった が、 やうく 先に 立つ 

て 板塀の 戸口に 往 つて、 もし/ \ と 声を掛けた。 併し 

教 へられた 口上 を 言 ふこと は 出来なかった。 

あ のぞ 

暫くす ると 戸口が 細目に 開いた。 内から 視 いたの は 



「宜しう ございませう」 と 同心が 答へ た。 

は ひ はなれざしき 

鉄 平 は 戸口 をつ と 這 入って、 正面に ある 離 座敷の 雨 

ォんま う- た ゝ 

戸 を 半 棒で 敲 きこ はした。 戸の 破れた 所から は 烟が出 

に ほひ 

て、 火薬の 臭が した。 

鉄 平に 続いて、 同心、 岡 野、 菊地弥 六、 松 高が 一 し 

よに 踏み込んで、 残る 雨戸 を 打ち こ はした。 

離 座敷の 正面に は 格 之 助の 死骸ら しい ものが 倒れて 

お ほ まう ち 

ゐて、 それに 衣類 を 覆 ひ、 間 内の 障子 をはづ して、 死 

骸の上 を 越させて、 雨戸に 立て掛け、 それに 火 を附け 

てあつた。 雨戸が こ はれる と、 火の 附 いた 障子が、 燃 

かべ ぎ は 

えながら 庭へ 落ちた。 死骸ら しい 物の ある 奥の 壁 際に、 



みやけ か ご ちゃう 

今 井 は 近所の 三 宅と いふ 医者の 家から、 駕籠 を 二 挺 

出させて、 それに 死骸 を 載せた。 

たかはら たま リ 

一 一 つ の 死骸 は 美吉屋 夫婦と 共に 高原 溜 へ 送られた。 

きづ 

道筋に は 見物人 の 山 を 築 いた。 

十三、 二月 十九 日 後の 三、 評定 

ひや うぢ やう 

大塩平 八郎が 陰謀 事件の 評定 は、 六月 七日に 江戸 

ひや うぢ やうし よ きいの かみた > ちか 

の 評定 所に 命ぜられた。 大岡紀 伊 守 忠愛の 預 つて ゐ 

た 平 山 助 次郎、 大阪 から 護送して 来た 吉見 九郎 右衛門、 

おなじく やそじら う やすだ づ しょ 

同 英 太郎、 河 合 八十 次郎、 大井正 一 郎、 安田 図書、 



よごら う みよし や おなじく そのほか 

大西与 五郎、 美吉屋 五郎兵衛、 同つ ね、 其 外 西 村 利 

三郎を 連れて 伊勢から 仙 台に 往き、 江戸で 利 三 郎が病 

わう はく かう かく 

死す るまで 世話 をした 黄 檗の僧 剛嶽、 江戸で 西 村 を 弟 

ぐわん にんれ いげつ はう む 

子に した 橋 本 町 一丁目の 願 人 冷 月、 西 村の 死骸 を 葬 

へんせ ぅゐん しょけ げ うしう 

つ た 浅草遍 照院 の 所 化尭周 等が 呼び出されて、 七月 十 

六日から 取調が 始まった。 次いで 役人が 大阪へ も 出 

張して、 両方で 取り調べた。 罪 案が 定まって 上申 せら 

うる ふ 

れ たの は 天 保 九年閏 四月 八日で、 宣告の あつたの は 

八月 一 一十 一 日で ある。 

平 八郎、 格 之 助、 渡 辺、 瀬 田、 小 泉、 庄司、 近 藤、 

大井、 深 尾、 ず 田 〔# ルビの 「いばらだ」 は ママ r 高 橋、 



こぼ 

たので ある。 西 村 は 死骸が 腐って ゐ たので、 墓 を 毀た 

れた。 

そ が う- 5{ まつ 

松 本、 堀 井、 杉 山、 曾 我、 植松、 大工 作 兵衛、 獵師 

ちゅうげん あさき ち 

金 助、 美吉屋 五郎兵衛、 瀬 田の 中間 浅 佶、 深 尾の 募集 

そんえん じむら むしゅく 

に 応じた 尊延寺 村の 百姓 忠 右衛門と 無宿 新 右衛門と は 

ごくもん かう *? もん 

獄門、 暴動に 加 はらぬ 与党の 内、 上田、 白 井 孝 右衛門 

を ひ ぎ じ ら う はんにゃ じむら うへ ゑ 

の 甥 儀 次郎、 般若 寺 村の 百姓 卯 兵衛は 死罪、 平 八郎の 

妾 ゆう、 美 吉屋の 女房つ ね、 大西与 五郎と 白 井 孝右衛 

せがれ を さな 

門の 悴で、 穉 ぃ時大 塩の 塾に ゐ たこと も あり、 父の 

陰謀の 情 を 知って ゐた彦 右衛門と は 遠島、 安田と 杉 山 

を 剃髪 させた 同人の 伯父、 河内 大蓮 寺の 僧正 方、 西 村 



あねむこ くわん ぽ にん 

の 逃亡 を 助けた 同人の 姉婿、 堺の 医師 寛輔の 二人と は 

追放に なった。 併し 此人々 も 杉 山、 上田、 大西、 悴白 

井の 四 人の 外 は、 皆 刑の 執行 前に 牢死した。 

みつ そ とりだ か ま...' 

密訴 をした 平 山と 父吉 見と は 取 高 の 儘 

ふだいせ きこぶ しんい リ やそじら う 

譜代 席 小 普請 入に なり、 吉見英 太郎、 河 合 八十 次郎は 

おのく たま このうち やまとの かみた ゾ つぐ 

各 銀 五十 枚 を 賜 はった。 此 中で 酒 井 大和 守 忠嗣へ 

あ づけが へ 

預替 になって ゐた平 山 は、 番人の 便所に 立った 留守 

つめしょ かたなば こ 

に 詰 所の 棚の 刀 箱から 脇差 を 取り出して 自殺した。 

城代 土 井 以下 賞与 を 受けた もの は 十九 人あった。 中 

げんの すけ てつば うかた めみえい じ やう ばっせき 

にも 坂 本 鉉之助 は 鉄砲 方に なって、 目 見 以上の 末席に 

進められた。 併し 両 町奉行に は 賞与がなかった。 



ゐ なかった 為め、 大塩平 八郎を 題と した 二 時間ば かり 

の 話 をした。 

そしてと うとう 平 八郎の 事に 就いて 何 か 書かう と 云 

ふ 気になった。 



私 は 無遠慮に 「大塩 平 八郎」 と 題した ー篇を 書いた _ 

それ は 中央 公論に 載せられた。 

平 八郎の 暴動 は 天 保 八 年 二月 十九 日で ある。 私は史 

実に 推測 を 加へ て、 此 二月 十九 日と 云 ふ 一日の 間の 出 

来 事 を 書いた ので ある。 史実と して 時刻の 考 へられる 

お まむ 

もの は、 概ね 左の 通で ある。 



天 保 八 年 二月 十九 日 

今の 時刻 昔の 時刻 事実 

午前 四時 暁 七 時 (寅) 吉見英 太郎、 河 合 八十 次郎 

の 二 少年 吉 見の 父九郎 右衛門の 告発 書 を 大阪西 町奉行 

ほリ としかた 

堀 利 堅に 呈す。 

六 時 明 六 時 (卯) 東 町奉行 跡 部 良弼は 代官 二人に 

防備 を 命じ、 大塩平 八 郎の母 兄 大西与 五郎に 平 八郎を 

訪 ひて 処決せ しむる こと を嘱 す。 

七 時 朝 五 時 (辰) 平八郎 家宅に 放火して 事を挙 ぐ。 

げんの すけ 

十 時 昼 四時 (巳) 跡 部 坂 本鉉之 助に 東 町奉行 所の 

防瞒を 命ず。 



十一 時 昼 四 半時 城代 土 井利 位 城内の 防備 を 命ず。 

十二時 昼 九 時 (午) 平 八 郎の隊 北 浜に 至る。 土 井 

初めて 城内 を 巡視す。 

午後 四時 夕 七 時 (申) 平 八 郎等 八 軒屋に 至りて 船 

に 上る。 

六 時 暮六時 (酉) 平 八郎に 附随せ る 与党の 一 部 上 

陸す。 土 井 再び 城内 を 巡視す。 

時刻の 知れて ゐる これ だけの 事実の 前後と 中間と に、 

伝 へられて ゐる 一 日間の 一 切の 事実 を 盛り込んで、 矛 

盾が 生じなければ、 それで 一 切の 事実が 正確 だと 云 ふ 

こと は 証明せられ ぬまで も、 記載の 信用 は 可な り 高ま 



たしの 付く やうに、 私 は 平 八郎の 年譜 を 作った。 原稿 

に は 次第に 種々 な 事 を 書き入れ たので、 啻に 些 の 空 

白 を も 残さぬ ばかりでなく、 文字と 文字と が 重なり合 

ま ご 

つて、 他人が 見て はなん の 反古 だか 分からぬ やうに な 

つた。 ここに は それ を 省略して 載せる。 

大塩 平八郎 年譜 

寛 政 五 年 癸丑 ( 一 七 九 三年) 大塩平 八 郎後素 生る _ 

幼名 文 之 助。 祖先 は 今 川 氏の 族に して、 波 

右衛門と 云 ふ。 今 川 氏 滅びて 後、 岡 崎の 徳 

川 家 康に仕 ふ。 小 田 原 役に 足 立 勘 平 を 討ち 



斎と 号す。 居る 所 を 洗 心 洞と 云 ふ。 其 親族 

関係 左の 如し。 (幸 田) 

橋 本 氏 
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は 十 歳、 此は 十二 歳な り。 

三年 壬 辰 平八郎 四十 歳。 四月 頼襄 京都より 至り、 古 

だ いかくく わ つもく 

本 大学 刮目に 序 せんこと を 約す。 六月 大学 刮目に 自 

序す。 同月 近 江 国 小川 村なる 中 江 藤樹の 遺蹟 を訪 ふ。 

帰 余， I 舟に 上りて 大 溝より 坂 本に 至り、 風波に 逢 ふ。 秋 

頼襄 京都に 病む。 平 八郎往 いて 訪 へば 既に 亡し。 是年 

宫脇 いく を 養 ひて 女と す。 柴屋長 太夫 三十 六 歳に して 

入門す。 

せんしん どうさ つき 

四 年 癸 巳 平八郎 四十 一 歳。 四月 洗 心 洞 剳 記に 自序し、 

これ を 刻す。 頼 余 一に 一 本を貽 る。 又 一 本 を 佐 藤 坦 

に 寄せ、 手書して 志 を 言 ふ。 七月 十七 日 富士山に 登リ、 



す。 十一月 百 目 筒 三 挺 を 買 ひ 又 借る。 十二月 檄文 を 印 

刷す。 同月 格 之 助の 子 弓太郎 生る。 安田 図書、 服 部 末 

次郎 入門す。 宇津木 矩之允 再び 入塾す。 天 保 四 年 以後 

飢饉に して、 是歳 最も 甚し。 

八 年 丁酉 ( 一 八 三 七 年) 平八郎 四十 五 歳。 正月 八日 

吉見、 平 山、 庄司 連判状に 署名す。 十八 日 柏 岡 源右衛 

門、 同 伝 七 署名す。 二十 八日 茨田、 高 橋 署名す。 是月 

白 井 孝 右衛門、 橋 本、 大井も 亦 署名す。 二月 二日 西 町 

奉行 堀 利 堅 就任す。 七日 ゆう、 みね、 弓 太郎、 いく 般 

若 寺 村 橋 本の 家に 徒る。 上旬 中 書籍 を 売りて、 金を窮 

民に 施す。 十三 日 竹 上 署名す。 吉見 父子 平 八郎の 陰謀 



寺 町で 平 八郎と 一 しょに 彷徨して ゐた渡 辺 良 左 衛門は 

河内 国 志 紀郡田 井中 村で 切腹して をり、 瀬 田 済 之 助 は 

同国 高 安 郡 恩 地 村で i 死して をって、 二人の 死骸 は 二 

十二 日に 発見 せられた。 そこで 大阪下 寺 町、 河内 田 井 

中 村、 同 恩 地 村の 三 箇所 を 貫いて 線 を 引いて 見る と、 

大阪 から 河内 国 を 横断して、 大和 国に 入る 道筋になる。 

平 八郎が 二十日の 朝から 二十四日の 暮 までの 間に、 大 

ほとんど い 

阪、 田 井中、 恩 地の 間を往 反した こと は、 殆 疑を容 

れ ない。 又 下 寺 町から 田 井中へ 出る に は、 平野 郷ロか 

また た ゾ 

ら出 たこと も、 亦 推定す る ことが 出来る。 唯 恩 地から 

先 を どの 方向に どれ 丈 歩いた かが 不明で ある。 



し ま 

外に 種々 の 説が あっても、 大抵 揣摩 である。 

大阪は 全国の 生産物の 融通 分配 を 行って ゐる 土地な 

きょうけん 

ので、 どの 地方に 凶歉 があって も、 すぐに 大 影響 を 

かう む 

被る。 巿 内の 賤民が 飢饉に 苦む のに、 官吏 や 富豪が 

ほしい まゝ いき ど ほ 

奢侈 を 恣 にして ゐる。 平 八郎は それ を 憤 つた。 

それから 幕府の 命令で 江戸に 米 を 回漕して、 京都へ 

遣らない。 それ を も 不公平 だと 思った。 江戸の 来の 需 

要に 比すれば、 京都の 来の 需要 は 極 僅少で あるから、 

京都への 米の 運送 を 絶たなくても 好 ささうな もので あ 

► J くだ か 

る。 全国の 石高 を 幕府、 諸 大名、 御料、 皇族 並 公卿、 

社寺に 配当した の を 見る に、 左の 通で ある。 



る 百分比 例 

徳川 幕府 

諸 大名 



皇族 幷 公卿 

社寺 



石高 実数 (単位 万 石) 全国 石高に 対す 



800 

1900 

3 

17 

30 



29.2 

69.4 



1.2 



十 

1 一一-一 C 



2737.7 100 

天 保 元年、 二 年 は 豊作であった。 三年の 春 は 寒気が 

強く、 気候が 不順に なって、 江戸で 白米が 小売 百 文に 



付 五合に なった。 文政 頃 百 文に 付 三 升で あつたの だか 

ら、 非常な 騰貴で ある。 四 年に は 出 羽の 洪水の ために、 

江戸で 白米が 一 両に付 四 斗、 百 文に 付 四 合とまで なつ 

お 1-T しね 

た。 卸値 は 文政 頃 一両に 付 二 石であった ので ある。 五 

年に な つても 江戸で 最高価格が 前年と 同じであった。 

七 年に は 五月から 寒くな つて 雨が 続き、 秋 洪水が あつ 

て、 白米が 江戸で 一 両に付 一 斗 二 升、 百 文に 付 一 一 合と 

までな つた。 大阪 では 江戸 程の 騰貴 を 見なかった らし 

いが、 当時 大阪総 年寄 をして ゐた今 井官之 助、 後に 克 

復と 云った 人の 話に、 一石 二十 七 匁 五分の 白米が 二百 

匁 近くな つて ゐ たと 云 ふこと である。 いかにも 一石 百 



山陰 道 お 

山陽 道 及 南海 道 s 

西 海道 ^ 



〇 42.4% 

これから 古米 食 込 高 一 二 ％ を 入れ 戻せば、 三 〇、 四 

% の 収穫と なる。 七 年の 不良な 景況 は、 八 年の 初にな 

つても 依然として ゐた。 江戸で 白米が 百 俵 百 十五 両、 

小売 百 文に 付 一 一 合 五 勺、 京都の 小売 相場 も 同じ だと 云 

ふ 記載が ある。 江戸の 卸値 は 二 斗 五 升 俵と して 換算す 



れば、 一 両に付 三 斗 四 合で ある。 

平 八 郎は天 保 七 年に 米価の 騰貴した 最中に 陰謀 を 企 

てて、 八 年 二月に 事 を 挙げた。 貧民の 身方に なって、 

官吏と 富豪と に 反抗した ので ある。 さう し て 見れば、 

此 事件 は 社会問題と 関係して ゐる。 勿論 社会問題と 云 

ふ 名 は、 西洋の 十八 世紀末に、 工業に 機関 を 使用す る 

やうに なり、 大工 場が 起って から、 企業者と 労働者と 

の 間に 生じた もので は あるが、 其 萌芽 は どこの 国に も 

昔から ある。 貧富の 差から 生ずる 衝突 は 皆 それで ある _ 

若し 平八郎 が、 人に 貴賤 貧富 の 別の あるの は 自然 の 

ま \ 

結果 だから、 成 行の 儘に 放任す るが 好い と、 個人主義 



杉 山 をして 剃髪せ しむ 捕 はる 

以上 重罪 者 三十 一人の 中で、 刑 を 執行 せられる 時 生 

存 して ゐ たもの は、 竹 上、 杉 山、 上田、 大西、 白井彦 

こと 

右衛門の 五 人 丈で ある。 他の 二十 六 人 は 悉 く 死んで 

ゐて、 内 平 八郎、 渡 辺、 瀬 田、 近 藤、 深 尾、 宫脇六 人 

は 自殺、 小 泉 は 他殺、 格 之 助 は 他殺の 疑、 西 村 は 逮捕 

せられずに 病死、 残余の 十七 人 は 牢死で ある。 九月 十 

しほ づめ はりつけば しら 

八日に は鳶 田で 塩 詰に した 屍 首を磔 柱、 獄門 台に 

か ぐわん にんば うず 

懸けた。 江戸で 願 人 坊主 〔# ルビの 「ぐわん にんば うず」 

は 底本で は 「ぐわん にんぼう ず 匕 になって 死んだ 西 村 丈 

はう む 

は、 浅 草 遍照院 に 葬 つた 死骸が 腐って ゐ たので、 墓 を 



徒に 傍輩の 非行 を 告発す る こと を 強制す べき ものな り 

や 否や」 と 云 ふ 問題 を 出して、 諸方 面の 名士の 答案 を 

まち/ \ 

募った。 答案 は 区々 であった。 

個人の 告発 は、 現に 諸国の 法律で 自由 行為に なって 

ゐる。 昔 は 一歩 進んで、 それ を褒 むべき 行為に して ゐ 

た。 秩序 を 維持す る 一 の 手段と して 奨励した ので ある。 

か ヘリち ゆう 

中に も 非行の 同類が 告発 をす るの を 返 忠と 称して、 

これに 忠と云 ふ 名 を 許す に 至って は、 奨励の 最 顕著な 

る ものである。 

平 八郎の 陰謀 を 告発した 四 人 は 皆 其 門人で、 中で 単 

に 手先に 使 はれた 少年 二人 を 除けば、 皆 其 与党で ある。 
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